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研究成果の概要（和文）：経済のグローバリゼーション下の途上国開発においては、国内、国家間の格差が連動しつつ
拡大していくメカニズムを理解し、対処せねば貧困削減に資する経済成長を達成し得ない。統合は、成長を「平均的」
には不平等を産まずに加速させ、貧困削減に寄与するとされるが、実際には大きな「ばらつき」が存在する。本研究で
は国際経済統合が途上国経済におよぼす影響の「国家間のばらつき」とその各国特殊要因を探る「国際比較研究」を展
開した。１１カ国３０余名の研究者の参加を得た国際共同研究の成果は、学術論文、国際学会、政策対話等を通じて発
信され、最終成果は３冊組の英文書籍として新しい開発パラダイムを模索する世界に向けて発信された。

研究成果の概要（英文）： Globalization and Development Research Project is a "cross-national study" on 
the "interstate dispersion" of the impacts (to growth, inequality and poverty) that international 
economic integration provides to the economies of the developing countries. In order to present the 
“Leading Issues in Development with Globalization” in a balanced manner, to identify differences and 
commonalities among “Country Experiences” in development with globalization, and to introduce 
diversified development paradigms with forward-looking discussions “In Search of a New Development 
Paradigm” for the post-MDGs era.
 This reserch project produced a three-volume book series (in English) as a unique and comprehensive 
guide for those in the international development community on the subjects of diversified development 
paradigms/paths under globalization and other challenges in the post-MDGs era.

研究分野：社会科学　経済学／経済政策　開発経済学
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トレード・オフ？

開発ガバナンス
制度

貧困削減への「成長」効果 'Pro-Poor' 貧困削減への「分配」効果

経済成長
平均所得増加

不平等・格差
所得分配

貧困削減
絶対貧困の減少

グローバリゼーション
国際貿易
国際金融・投資
国際労働移動

グローバリゼーション

 

１．研究開始当初の背景 
  経済活動のグローバリゼーション下の
途上国開発においては、国内、国家間の格差
が連動・重層化しながら拡大していくメカニ
ズムを理解し、対処に努めなければ貧困削減
につながる経済成長（Pro-Poor Growth）を
達成することはできない。国際貿易理論や国
際資本フローの理論では国際経済統合は先
進国側と途上国側に対称的な効果・事象を発
生させ、主に途上国の（非熟練）労働者の受
益を通じて貧困削減につながることを示唆
している。多くの既存実証研究においても経
済統合は、成長を「平均的」に加速させ、ま
た「平均的」には分配中立であることから貧
困削減に寄与するはずとしている。しかし実
際にはこの「平均的」な関係の周囲には諸国
横断で見ても、時系列で見ても多くの「ばら
つき」が存在し、グローバル経済への統合が
成長につながらない諸国や、成長に寄与して
も所得分配や産業の空間分布の不平等の増
大から貧困削減につながらない諸国が多く
出現している。そこで、国際経済への統合が
途上国経済社会におよぼす影響（成長、不平
等、貧困について）の「国家間のばらつき」
とその各国特殊要因（社会経済制度や政策パ
ッケージ等）を探る「国際比較研究」を展開
し、グローバリゼーション下の開発戦略への
提言を、Post-MDGs時代に向けて新しい開
発パラダイムを模索する世界の国際開発コ
ミュニティに向けて発信することが望まれ
ていた。 

  グローバル化の中においても多様化す
る開発思想、パラダイムを考えるとき、多様
性に富むアジアを中心に、世界の開発経験を
比較制度分析し、諸国間の共通項と相違点を
洗い出すことから、新しい多様性存続にも配
慮した国際開発パラダアイム提言に向けた
アジア発の国際共同研究が強く期待されて
いた。 

 
２．研究の目的 
  開発経済学に於ける貧困削減の三角形
（右上図の黄色部分）に関する最近の実証研
究では、経済成長と所得分配の関係について
は、これを規定するものは社会経済構造・制
度・文化・政策等の各国固有の要因であると
考えられ, 経済成長が所得分配を悪化させる, 
あるいは所得分配の悪化が経済成長を減速
（あるいは加速）させると言う必然性は存在
しないことが示された。と同時に、貧困削減
への成長効果と分配改善効果の弾性値には 1
対２以上の差があり、経済成長が加速されて
もそれが副産物として所得の不平等につな
がる場合は貧困削減に寄与し辛いことが示
された。ここで、国内格差を拡大すると考え

られているグローバリゼーション（貿易、金
融・投資、労働移動）を通じた成長戦略が果
たして貧困削減につながるのかどうかとい
う疑問が発生する。国際貿易理論（ストルパ
ー=サミュエルソン定理、要素価格均等化定
理等）はある一定の仮定（技術平衡等）の下
で、貿易自由化で諸国間の要素(労働, 資本)
価格の均等化が先進国と途上国間で対称性
を持って具現化することを予測する。即ち資
本集約的な（あるいは熟練労働集約的な）製
品を製造輸出している先進諸国では（非熟
練）労働者の賃金が相対的に低下し、(非熟練)
労働集約的な製品を製造輸出している開発
途上諸国では(非熟練)労働者の賃金が相対的
に上昇し、これが貧困削減につながるという
ものである。また、国際金融（投資）理論は、
資本豊富な先進国からより高い資本収益率
を求めて資本不足の開発途上国に資本が流
れ、これが途上国において労働者 1人当たり
の資本量の増加(資本深化)を通じて労働生産
性と賃金を上昇させ貧困削減につながると
する。（労働移動の効果はこれらの組み合わ
せで考察可。）これらが必ずしも具現化せず
貧困削減につながらない各国特有の要因を
洗い出して比較し、対処療法に共通性が見い
だせるかどうかを明らかにする必要がある。 

  グローバリゼーションの影響を考える
上で、グローバル化には政治・経済・文化の
3 大潮流とイデオロギー・人・情報・制度の
4 底流のあることを踏まえ、「貧困」を経済
的指標のみならず、国民の福祉（well being）
なり幸福（happiness）なりからも捉え直す
試みに挑戦する。 

  これらの研究成果をもって、国際連合コ
ミュニティー、国際開発協力コミュニティー
が 世 紀 の 開 発 目 標  (Millennium 
Development Goals: MDGs)の達成年度
2015 年を迎え、それ以降の開発アジェンタ
設定を目指す中、新しく、かつ多様性を重ん
じる開発パラダイム構築への提言を行うこ
とを目指す。 



 
３．研究の方法 

  本研究では、1) 先ずグローバリゼーショ
ンと貧困削減の関係につき、モノのグローバ
リゼーション（国際貿易統合）、カネのグロ
ーバリゼーション（国際金融統合と開発外部
金融の多様化）、およびヒトのグローバリゼ
ーション（国際人口移動と労働市場統合）の
インパクト波及経路構造を把握し、研究者間
で共有する。2) 次にそれぞれの市場とそれら
を結ぶチャンネルにおける経済統合の影響
の種類と方向性についての国際経済学、開発
経済学、新制度経済学の理論体系、過去の（諸
国横断および各国特有の）実証分析を整理し
各事象に於ける「平均的」な関係と「ばらつ
き」の存在を確認・共有し、「ばらつき」の
要因についての実証分析・ケース分析におけ
る研究仮説を整理・共有する。3) ケース国（中
国、ベトナム、タイ、インドネシア、ブータ
ン、ガーナ）において現地研究協力機関と協
力し、設定された研究仮説に基づき現地調
査・分析を実施、各国特有の要因を洗い出す。
4）最後にそれらの比較研究から、経済統合
の成長促進効果を最大化し、格差拡大効果を
最小化することを目指す対処療法、構造・制
度改革を導きだし、各国の事情に応じた政策
翻訳を試みる。 

  分析手法には、i)数量分析（諸国横断的
計量分析、計算可能な一般均衡モデル分析、
各国の家計調査データおよび企業データを
使用したミクロ計量分析）、ii)言説分析（特
に文化・社会的基盤、制度に関して）、iii)
政治経済学的論考分析、および iv)ケースス
タディを組み合わせて使用する。 

  以上の書分析を、１）グローバル化の事
象把握、２）グローバル化の影響の実証研究
の整理と統合実証研究成果の提示、３）グロ
ーバル化の成長、格差、貧困への影響のコン
トロールファクタの把握と影響分析、４）各
国のグローバル化の中の経済社会発展につ
いてのケーススタディ、５）各国各地域の多
様な開発パラダイムの提示と、多様性をもっ
た新しい開発パラダイムの提示に分けて最
終研究成果としてまとめて発表する（英文書
籍編纂刊行）。 

４．研究成果 

 研究成果は多くの学術論文、国際学会、開
発政策対話等を通じて積極的に発信されて
きた。我が国の国際開発協力を担う国際協力
機構 JICA 研究所や、世界銀行からも象徴的
な論文を発表して反響を呼んでいる。最終的
に本国際共同研究プロジェクトの成果は、
Routledge から刊行される３冊組の英文書籍

にまとめられ、アジア、ニューヨーク、ロン
ドンから紙媒体および電子書籍の形で世界
に向けて発信される（２０１５年７月-９月
順次刊行）。以下にその概略と関連 URL を記
す。 

Globalization and Development (Routledge) 

http://www.routledgementalhealth.com/bo

oks/search/author/shigeru_otsubo/ 

 Globalization and Development is a 
"cross-national study" on the "interstate 
dispersion" of the impacts (to growth, inequality 
and poverty) that international economic 
integration provides to the economies of the 
developing countries. In order to present the 
“Leading Issues in Development with 
Globalization” in a balanced manner, to identify 
differences and commonalities among “Country 
Experiences” in development with globalization, 
and to introduce diversified development 
paradigms with forward-looking discussions “In 
Search of a New Development Paradigm” for the 
post-MDGs era, this publication consists of three 
volumes and four main parts.   This book 
intends to serve as a unique and comprehensive 
guide for those in the international development 
community on the subjects of diversified 
development paradigms/paths under 
globalization and other challenges in the 
post-MDGs era. 

Volume I: Leading issues in development 
with globalization (2015年 7月刊行) 

Volume I (Part I) introduces the evolution and 
facets of globalization, and the challenges that we 
face in our development efforts under 
globalization. Findings from the old and new 
empirical studies are consolidated for us to 
answer the following question. What do we really 
know about the impacts of globalization? 
Volume I (Part II) contains thematic and 
issue-oriented discussions on the key facets of 
globalization. 

 



Volume II: Country experiences (2015 年
９月刊行) 

 Volume II (Part III) presents the country case 
studies of Bhutan, China, Indonesia, Japan, 
Thailand, Vietnam, and Ghana, with their 
respective experiences of development under 
globalization. An additional chapter that 
describes the overall African experience under 
globalization is included, reflecting the recent 
emergence of Africa as the global target of 
investment. 

 

Volume III; In search of a new development 
paradigm (2015 年９月刊行) 

 Volume III (Part IV) presents the diversified 
development paradigms such as the GNH 
(Bhutan), the Sufficiency Economy (Thailand), 
the Reform and Opening Up (China), the African 
and Latin American paradigms, and the Islamic 
development paradigm. The Concluding Chapter 
presents the evolution of development paradigms 
in the global development cooperation 
community after WWII, and then offers a 
glimpse into new development paradigms for the 
post-MDGs era. 

 

  なお、経済指標（一人当たりの所得、消
費等）以外での「開発」の測定、「開発と幸
福」等の主観的な厚生水準(Subjective 

Well-being)、持続的な開発、持続的な社会
に関する開発パラダイムをも取り扱った本
国際共同研究プロジェクトの成果とりまと
めの過程から、「経済成長のエンジンの質」
が改めて問われることとなった。これを受け
て次期「グローバリゼーションと開発」国際
共同研究プロジェクトとして、「グローバリ
ゼーション下の産業政策」を官民協力や国際
協力イニシアティブを盛り込んだ形で展開
する準備を行い、科研費基盤研究 A(海外学
術)を申請し、採択されている。 
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